
·令和４年度一般会計補正予算について　
·傍聴席の声、賛否の分かれた議案他

第1回定例会・臨時会 2～3 ペ
ー
ジ

空飛ぶお菓子!空飛ぶお菓子!

·各常任委員会の所管事務調査報告
·議会基本条例制定・議会モニター会議

議会の動き 8～9 ペ
ー
ジ

高田議員がそらち自然学校
への支援について質問した
他、７名の議員が一般質問
を行いました。

一般質問 4～7 ペ
ー
ジ

·令和５年度予算の総括質疑
·予算審議結果・意見書

予算特別委員会 10～11 ペ
ー
ジ
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令和令和55年年
第第11回�定例会回�定例会
33月月99日〜日〜1515日日

︿
減
額
の
主
な
内
容
﹀

•
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金

５
４
８
万
円
減

•
後
期
高
齢
者
医
療
費

７
５
３
万
円
減

•
感
染
症
予
防
対
策
費

９
３
９
万
円
減

︿
増
額
の
主
な
内
容
﹀

•
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
別

会
計
繰
出
金　１

２
０
９
万
円
増

•
町
道
除
雪
委
託
料

２
０
０
０
万
円
増

•
観
光
振
興
費　

4
2
万
円
増

　

（
町
に
寄
贈
さ
れ
る
モ
デ
ル

カ
ー
を
搬
送
す
る
た
め
）

　

今
年
の
第
１
回
定
例
会
は
、

は
統
一
地
方
選
挙
を
控
え
、
骨

格
予
算
に
つ
い
て
町
長
か
ら
説

明
が
あ
り
、
そ
の
後
８
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案

◎
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
代
替
輸
送
確

保
・
跡
地
整
備
等
推
進
基
金

条
例

　
留
萌
本
線
の
廃
止
に
伴
い
Ｊ

Ｒ
北
海
道
よ
り
受
け
取
る
補
助

金
を
積
み
立
て
て
お
く
た
め
の

基
金
で
す
。

令
和
４
年
度
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】
事
業
費
確
定
に

よ
る
予
算
の
減
額
が
中
心
で
す
。

高橋悟氏(沼田町出身)より寄贈される貴重な高橋悟氏(沼田町出身)より寄贈される貴重な
モデルカーコレクションの一部モデルカーコレクションの一部

沼田町議会　議長　小 峯 　 聡

　４年間皆様には大変お世話になりました。
　議長に就任して、町民の皆様にご指導ご協力
をいただきながら、議長としての責を果たして
まいりました。その間役場職員をはじめ、大勢
の関係者の皆様には大変お世話になりありがと
うございました。この４年間の初めの一年もた
たないうちに新型コロナ感染症が爆発的に拡大
して行動が制限され、右往左往してなかなか思
うようなことができない時期もあり苦労しまし
たが、それでも少しでも前に進めるようにして
まいりました。
　議会での今期の中心的な目標は議会改革であ

りました。議会改革特別委員会を立ち上げ、議
員全員で議論を重ね改革すべき２０項目を掲げ改
革してまいりました。議員皆さんの努力に感謝
申し上げます。まだまだ手掛けたばかりですの
で、それが定着するまでは時間がかかるものと
思いますが、それは次期の議会に委ねたいと思
います。
　沼田町の現在の財政状況は健全ですが、これ
からは建築しなければならない施設や修理が必
要な施設などがあり、チェック機関の議会の重
要性が増してきます。
　町民が安心して安全に暮らせる町としてさら
に発展することをご祈念申し上げお礼のご挨拶
といたします。

お礼の挨拶
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　輝け雪のまち
フェスタでのお
菓子まきの様子。
ファイターズの
キャラクター
BBも参加しま
した。

表紙の写真

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案

令
和
５
年

第
１
回
定 

例 

会

令
和
５
年

第
２
回
臨 

時 

会

令
和
５
年
３
月
２９
日

YouTube視聴者は
延べ４３１名でした

YouTube
登録チャンネル
北海道沼田町議会

定例会の様子

皆様の傍聴をお待ちしています

　
令
和
４
年
度
補
正
予
算

︵
除
雪
費
︶

反
対
討
論

鵜
野
議
員

　
特
定
の
除
雪
代
だ
け
補
正
予

算
を
組
む
こ
と
は
公
平
性
に
欠

け
る
、
当
初
予
算
の
倍
の
金
額

を
補
正
計
上
す
る
こ
と
も
疑
問

で
あ
り
、
入
札
の
手
続
き
に
問

題
は
な
か
っ
た
の
か
。

賛
成
討
論

高
田
議
員

　
除
雪
補
正
に
関
し
て
は
不
信

感
が
あ
る
が
、
年
度
末
に
お
い

て
、
補
正
予
算
を
否
決
し
づ
ら

い
。
今
後
、
積
算
根
拠
を
明
確

に
し
て
公
平
に
対
応
し
て
欲
し

い
。

副
町
長

　
本
年
は
降
雪
が
多
く
、
業
者

に
作
業
日
報
を
提
出
し
て
も
ら

い
、
作
業
実
態
に
合
わ
せ
た
補

正
計
上
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

仕
様
書
を
途
中
で
見
直
し
た
経

緯
も
あ
っ
た
た
め
、
今
後
は
適

切
な
契
約
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

改
善
を
図
り
た
い
。

令
和
４
年
度
補
正
予
算

　
固
定
資
産
税
減
免
措
置

７
０
６
万
円
の
減
免

　　

　　

　　

除雪費の採決結果

今回の傍聴者は７名です
傍聴者の声
　３年後 JR留萌本線が廃止になりま
す。全体的なダイヤ編成と料金設定へ
の支援を宜しくお願いします。

（70代男性）

賛成
6

反対
3
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町
長
・
教
育
長

町
長
・
教
育
長
へ
の
へ
の一
般
質
問

一
般
質
問

協
力
隊
へ
の
支
援
業
務
委
託
料
の
中
身
は

地
域
お
こ
し
活
動
と
し
て
自
然
学
校
へ
の
業
務
委
託

問答

ふ
る
さ
と
納
税
の
充
実
策
は

リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
を
検
討
す
る

問答

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

委
託
先
の
会
社
に
就
職
し

た
場
合
、
協
力
隊
員
で
は
な
く

な
る
と
思
う
が
、
協
力
隊
の
身

分
の
ま
ま
委
託
先
の
会
社
に
派

遣
す
る
こ
と
は
考
え
な
か
っ
た

の
か
。

　

協
力
隊
へ
の
支
援
業
務
委
託

料
１
４
４
０
万
円
の
中
身
と
積

算
の
根
拠
は
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
自

然
学
校
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
を

有
効
に
使
う
べ
き
だ
と
思
う
が
、

新
し
く
そ
ら
ち
自
然
学
校
費
と

し
て
管
理
す
べ
き
。
人
件
費
を

協
力
隊
費
の
中
に
含
め
た
理
由

は
。

　

昨
年
の
第
２
回
定
例
会
で
の

一
般
質
問
で
は
、
人
件
費
を
含

む
年
間
経
費
は
２
７
０
０
万
円

程
度
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。
今

回
半
分
以
上
の
１
４
４
０
万
円

が
一
般
財
源
で
町
か
ら
繰
り
出

す
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

こ
の
期
間
に
稼
ぐ
力
は
つ
い

た
の
か
聞
き
た
い
。

　

　

協
力
隊
は
事
業
者

が
任
用
し
町
が
地
域

お
こ
し
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
委
託
す
る
形
式
も
想
定
さ

れ
て
お
り
、
自
然
学
校
の
運
営

高田 勲
議員

上野 敏夫
議員

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
減
少

は
町
の
事
業
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
。
令
和
３
年
度
、

４
年
度
で
も
目
標
の
３
億
円
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
か
認

識
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
が

な
い
よ
う
に
思
う
。
返
礼
品
開

発
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

予
算
で
は
３
億
円
だ
が
、
も

っ
と
大
き
な
目
標
に
し
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は

産
業
の
育
成
振
興
、

町
づ
く
り
事
業
の
財
源
な
ど
地

域
の
活
性
化
を
促
進
し
、
元
気

に
す
る
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
寄
付
金

高
田
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
「
加
工
ト
マ
ト
生
産
日
本
一
」
を
目
指
し
て

町
長 

答
指
定
管
理
者
と
十
分
な
協
議
を
行
う

に
係
る
業
務
を
委
託
す
る
も
の

で
す
。

　

協
力
隊
員
と
し
て
町
が
委
嘱

し
委
託
事
業
者
と
の
契
約
の
な

か
で
、
協
力
隊
に
準
じ
た
処
遇

と
し
て
い
き
ま
す
。
制
度
に
お

い
て
隊
員
３
名
分
の
１
４
４
０

万
円
を
上
限
に
特
別
交
付
税
措

置
さ
れ
、
町
の
会
計
年
度
任
用

職
員
の
金
額
を
基
準
に
設
定
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
10
件
の
３
５

０
万
円
が
事
業
に
対
す
る
寄
付

で
し
た
が
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
は
受
納
し
た
年
度
に
充
当

す
る
こ
と
、
協
力
隊
支
援
業
務

委
託
料
は
特
別
交
付
税
で
措
置

さ
れ
ま
す
の
で
、
一
括
で
一
般

財
源
と
し
て
予
算
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

自
然
学
校
の
運
営
が
軌
道
に

乗
る
ま
で
赤
字
も
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
人
材
育
成
や
地
域
貢
献

な
ど
町
へ
の
波
及
効
果
も
勘
案

し
支
援
し
た
い
。
ま
た
、
本
格

的
な
実
践
を
通
じ
て
稼
ぐ
力
を

共
に
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

な
の
で
安
定
財
源
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
対
策
室
を
中

心
に
納
税
拡
大
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
み
、
町
内
の
事
業

者
と
連
携
し
て
返
礼
品
の
開
発

も
進
め
た
い
。

　

２
月
末
現
在
の
寄
付
受
納
状

況
は
２
億
６
４
３
０
万
円
と
回

復
の
兆
し
も
あ
り
、
全
国
か
ら

沼
田
町
を
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
寄
付
者
を
取
り
こ
ぼ
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
リ
ピ
ー
タ
ー
対

策
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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資
格
取
得
に
対
す
る
農
業
支
援
対
策
を

農
業
総
合
対
策
事
業
の
中
で
考
え
る
必
要
が
あ
る

問答

配偶者及び後継者のいない経営主の農家戸数
妹背牛 秩父別 沼田

総 耕 作 農 家 数 180 136 150

配偶者不在経営主 37 24 60

後継者不在経営主 159 112 125
ＪＡ北いぶき営農計画書より

農業用ドローン農業用ドローン

問　
10
年
先
の
沼
田
農
業
を

考
え
る
と
、
後
継
者
が
減

り
、
農
地
の
流
動
化
が
加
速
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

農
業
委
員
会
会
長
に
今
後
10

年
間
を
見
通
し
た
時
、
農
地
流

動
化
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
の

か
。
今
後
の
後
継
者
、
配
偶
者

対
策
の
内
容
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

　

町
長
に
は
、
今
ま
で
の
農
地

流
動
化
対
策
、
配
偶
者
対
策
が

万
全
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
３
年
セ
ッ
ト
で
組
ん
で

い
た
農
地
流
動
化
対
策
を
、
令

和
４
年
度
は
１
年
限
り
と
し
た

の
は
な
ぜ
か
聞
き
た
い
。

　

最
後
に
今
後
10
年
の
沼
田
農

業
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る

の
か
、
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
平
成
13

年
か
ら
農
地
流
動
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、

現
在
遊
休
農
地
は
な
い
と
認
識

を
し
て
い
ま
す
。

　

配
偶
者
対
策
は
、
農
業
者
限

定
の
も
の
や
町
内
青
年
全
体
を

対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
婚
活
が

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

農
地
流
動
化
対
策
は
同
じ
内

容
で
４
年
継
続
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
自
分
の
任
期
と
対
応
す
る

よ
う
に
考
え
た
も
の
で
す
。

　

１
０
０
年
後
も
持
続
可
能
な

沼
田
農
業
確
立
の
た
め
に
は
、

鵜野　範之
議員

畑地　誉
議員

問　
農
業
経
営
に
お
い
て
発

展
的
な
事
業
展
開
を
望
む

た
め
に
は
、
農
業
者
の
資
格
取

得
状
況
に
よ
っ
て
農
作
業
の
体

系
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
た

め
、
現
在
の
農
業
者
は
資
格
取

得
に
多
額
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

　

以
前
は
高
校
卒
業
時
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
車
の
普
通
免
許
を
取
得

す
れ
ば
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
の
運

転
が
で
き
て
い
た
も
の
が
、
平

成
29
年
の
法
改
正
に
よ
り
運
転

で
き
な
く
な
っ
た
。
Ｕ
タ
ー
ン

で
新
規
就
農
し
て
も
免
許
を
取

り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

免
許
取
得
支
援
制
度
の
要
件
に

町
の
自
動
車
学
校
を
指
定
す
れ

ば
、
経
営
改
善
に
も
プ
ラ
ス
に

な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
で
ド
ロ
ー
ン

が
注
目
さ
れ
、
こ
こ
数
年
で
ラ

ジ
コ
ン
ヘ
リ
か
ら
急
速
に
置
き

換
わ
っ
て
い
る
。
操
縦
資
格
に

つ
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
は
機
体
ご

と
に
必
要
に
な
り
、
機
体
更
新

時
に
も
新
た
に
費
用
が
か
か
る
。

　

資
格
取
得
支
援
の
メ
ニ
ュ
ー

を
検
討
す
る
こ
と
は
、
沼
田
農

業
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　

中
型
や
大
型
の
運

転
免
許
受
験
資
格
を

満
た
さ
な
い
人
は
、
一
度
準
中

型
を
取
得
し
て
か
ら
に
な
る
た

め
、
営
農
に
必
要
な
免
許
取
得

に
多
額
の
費
用
が
必
要
に
な
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
資
格
取
得
に
も

多
額
の
費
用
が
必
要
で
、
免
許

の
有
効
期
間
も
２
か
ら
３
年
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

自
動
車
及
び
ド
ロ
ー
ン
の
資

格
取
得
支
援
は
、
農
業
総
合
対

策
事
業
な
ど
で
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
予
算
に
関
す
る

こ
と
は
回
答
を
控
え
ま
す
。

有
機
と
輸
出
、
循
環
型
農
業
が

キ
ー
ワ
ー
ド
と
捉
え
ま
す
。

農
業
委
員
会
会
長

　

10
年
後
に
は
１
０
０
０
ha
規

模
の
農
地
流
動
化
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

　

現
農
家
戸
数
の
３
％
が
毎
年

就
農
し
な
い
と
農
地
が
う
ま
く

回
転
し
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
過
去
10
年
間
の
沼
田
町
の

農
業
後
継
者
充
足
率
は
61
・
６

％
で
あ
り
、
北
海
道
全
体
で
見

て
も
高
い
方
で
す
。

　

今
後
は
経
営
体
を
し
っ
か
り

と
育
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
労

働
時
間
改
善
を
関
係
機
関
と
協

力
し
て
進
め
る
べ
き
で
す
。

10
年
後
の
沼
田
農
業
を
ど
う
考
え
る
か

問

有
機
と
輸
出
、循
環
型
農
業
が
キ
ー
ワ
ー
ド

労
働
環
境
改
善
を
進
め
る
べ
き

町
長
答

農
業
委
員
会
会
長
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問　
JR
留
萌
本
線
廃
線
が
現

実
の
も
の
と
な
り
、
代
替

交
通
検
討
の
段
階
に
入
っ
た
。

中
央
バ
ス
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
調
整
に
先
手
を
打
つ
べ
き
だ
。

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

１
つ
目
に
、
廃
線
を
見
す
え

て
沼
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
以
下
IC
）
の
乗
降
を
望
む
町

民
の
声
が
あ
る
。
既
存
の
高
規

格
道
路
の
沼
田
IC
を
経
由
し
て
、

問　
以
前
、
国
の
臨
時
交
付

金
を
給
食
費
の
補
助
に
使

う
こ
と
は
考
え
な
い
の
か
と
い

う
趣
旨
で
質
問
を
し
た
が
、
全

町
民
へ
の
１
万
円
分
の
商
品
券

の
配
布
事
業
と
プ
レ
ミ
ア
ム
付

土
日
試
験
運
行
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

　

２
つ
目
に
、
新
し
い
路
線
、

沼
田
〜
滝
川
間
の
新
ダ
イ
ヤ
を

作
り
、
沼
田
IC
乗
降
に
よ
る
通

学
の
足
を
充
実
さ
せ
て
は
ど
う

か
。

　

３
つ
目
に
、
こ
れ
ら
の
相
乗

効
果
に
よ
り
沼
田
乗
降
バ
ス
停

と
駐
車
場
を
含
む
周
辺
整
備
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

　

既
存
路
線
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
よ
う
に
、

バ
ス
会
社
と
十
分
に
調
整
し
て

い
く
予
定
で
す
。
札
幌
方
面
と

の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
高

規
格
幹
線
道
路
深
川
留
萌
自
動

車
道
路
上
を
運
行
す
る
高
速
バ

ス
に
沼
田
か
ら
乗
り
降
り
を
可

能
に
す
る
必
要
な
設
備
の
整
備

に
向
け
て
引
き
続
き
検
討
を
し

た
い
。

　

国
・
道
の
機
関
と
の
話
し
合

い
で
は
、
既
存
の
沼
田
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
を
活
用
す
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
数
億
円
の
費
用

は
全
て
町
単
独
に
て
整
備
す
る

商
品
券
の
販
売
が
有
効
で
あ
り
、

優
先
的
に
考
え
る
と
い
う
こ
と

か
ら
給
食
の
補
助
は
行
わ
な
い

と
さ
れ
た
。

　

少
子
化
対
策
で
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
経
済

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
重
要

だ
と
思
う
。
現
在
学
校
給
食
を

無
償
化
す
る
自
治
体
は
全
国
で

２
５
４
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

　

「
子
育
て
支
援
日
本
一
」
を

沼
田
町
で
も
実
現
し
よ
う
と
考

え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
医
療

費
や
保
育
料
な
ど
、
子
育
て
環

境
を
充
実
さ
せ
て
き
た
最
後
の

総
仕
上
げ
と
し
て
、
学
校
給
食

必
要
性
が
あ
り
、
慎
重
に
検
討

す
べ
き
事
項
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
た
な
路
線
を
開
設
す

る
こ
と
は
非
常
に
難
易
度
が
高

く
、
ま
ず
優
先
す
べ
き
は
既
存

篠原 暁
議員

長野 時敏
議員

高
速
バ
ス
を
沼
田
町
民
の
た
め
に
活
か
せ

ま
ず
は
既
存
路
線
の
維
持
と
充
実
を
検
討
し
た
い

問答

子
育
て
支
援
の
仕
上
げ
は
学
校
給
食
無
償
化
で

子
育
て
支
援
策
全
体
を
見
通
し
て
今
後
検
討
す
る

問答

費
を
無
料
に
し
て
は
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

北
空
知
圏
の
学
校

給
食
組
合
で
は
令
和

５
年
度
の
給
食
費
は
値
上
げ
を

せ
ず
、
前
年
度
の
繰
越
金
と
基

金
で
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
こ

と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

給
食
費
を
納
め
ら
れ
な
い
厳

し
い
環
境
に
あ
る
子
ど
も
は
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
衣
食
住
の
第
一

義
的
責
任
は
親
が
子
ど
も
に
対

応
す
る
べ
き
と
の
考
え
方
も
あ

り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
物
価
高
騰
へ

の
影
響
は
全
世
帯
に
影
響
が
及

ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

子
育
て
対
策
支
援
の
施
策
と
し

て
学
校
給
食
費
の
支
援
の
在
り

方
も
含
め
て
、
子
育
て
支
援
策

全
体
を
見
通
し
て
今
後
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

篠
原
議
員
そ
の
他
の
質
問

問
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
開
始
に
ど
う
対
応
す
る
か

答
事
業
者
登
録
な
ど
に
対
応
す
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
る

路
線
を
維
持
充
実
し
て
、
更
に

利
用
促
進
を
し
て
い
く
こ
と
が

公
共
交
通
を
守
る
、
最
大
の
防

御
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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久保 元宏
議員

大沼　恒雄
議員

問　
現
在
沼
田
の
高
校
生
は

一
番
遠
く
か
ら
時
間
も
経

費
も
か
け
て
通
学
し
て
い
る
。

今
後
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
が
廃
止
に
な

れ
ば
、
通
学
コ
ス
ト
は
さ
ら
に

倍
増
し
、
教
育
に
お
け
る
格
差

が
拡
大
す
る
。

　

そ
こ
で
、
教
育
長
に
児
童
生

問　
電
気
料
金
の
高
騰
に
対

し
て
、
電
力
会
社
に
政
府

に
よ
る
激
変
緩
和
対
策
補
助
金

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
補
助
金

で
は
間
に
合
わ
な
い
と
し
て
北

電
は
さ
ら
な
る
値
上
げ
を
検
討

し
て
い
る
。

　

農
業
資
材
高
騰
も
農
業
経
営

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

農
薬
を
含
む
費
用
の
合
計
が
平

均
78
万
円
上
昇
し
た
と
さ
れ
る
。

メ
ー
カ
ー
は
原
料
価
格
が
高
騰

し
て
も
製
品
価
格
に
転
嫁
で
き

る
が
、
農
家
は
農
産
物
価
格
に

転
嫁
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
農
業
経

徒
が
高
校
選
択
を
す
る
時
点
で

の
通
学
コ
ス
ト
に
関
す
る
調
査

を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
聞

き
た
い
。

　

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
国
の
支
援
策
に
対
し
、
沼

田
町
は
ほ
ぼ
実
施
済
み
で
、
育

児
支
援
の
先
進
地
で
あ
る
と
感

じ
る
。

　

し
か
し
、
日
々
変
化
す
る
働

き
方
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

町
長
に
は
予
算
の
議
論
と
言
う

よ
り
も
沼
田
町
独
自
の
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
政
策
は
何
か
。

　

通
学
に
必
要
な
経

済
的
負
担
の
増
加
に

よ
り
、
本
来
進
学
し
た
い
高
校

を
諦
め
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。
教
育
格
差

が
生
じ
な
い
よ
う
、
引
き
続
き

通
学
費
補
助
制
度
の
創
設
を
国

や
道
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
住
む
す
べ
て
の
子
育

て
世
帯
の
状
況
を
見
据
え
た
中

で
、
子
育
て
ニ
ー
ズ
は
多
様
化

し
て
お
り
、
適
切
な
支
援
に
取

済
と
、
町
民
生
活
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
る
の
か
、
町
民
目
線

に
立
っ
て
進
ん
で

も
ら
え
る
の
か
聞

き
た
い
。　

ど
う

い
う
対

策
を
取
る
か
は
自

治
体
で
支
え
ら
れ

る
レ
ベ
ル
を
超
え

て
い
ま
す
。
少
な

く
と
も
国
が
対
応

す
べ
き
問
題
で
あ

り
、
地
区
選
出
の

国
会
議
員
に
は
直

接
要
望
を
し
ま
し

た
。

　

農
業
政
策
で
は
、

肥
料
等
の
高
騰
対

策
を
国
や
道
も
講

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

金
銭
的
支
援
だ
け
で
は
な
く
本

当
の
意
味
で
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。電

気
料
金
と
農
業
資
材
高
騰
対
策
を

町
民
の
思
い
を
実
現
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い

問答

子
育
て
支
援
は
働
き
方
の
多
様
化
に
追
い
つ
い
て
い
る
か

問

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要

家
庭
の
通
学
費
負
担
に
つ
い
て
調
査
す
る

町
長
答

教
育
長
答

早朝からＪＲで通学する高校生たち早朝からＪＲで通学する高校生たち

高騰している農業用資材高騰している農業用資材

教
育
長

　

従
来
高
校
別
に
通
学
コ
ス
ト

を
詳
細
に
調
査
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
調
査
を
し

て
提
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

じ
て
い
ま
す
が
、
１
０
０
％
で

は
な
い
状
況
も
考
え
る
と
追
加

の
支
援
策
を
要
請
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
実

現
で
き
る
よ
う
、
町
民
目
線
で

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

農
家
の
収
入
減
へ
の
対
策
は

明
言
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
持
続

可
能
な
農
業
を
作
り
上
げ
て
い

く
た
め
の
様
々
な
検
討
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
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総務民教建設常任委員会　「地球環境対策について」

産業福祉常任委員会　「社会福祉協議会と連携した町づくり」

　本委員会では、中間報告でSDGsの推進、再生
可能エネルギーとしての利雪、ゼロカーボンシテ
ィ宣言などを提案した。今後も新しい生活様式の
推進や公共施設でのCO２排出量を見える化し、町
民参加型で環境対策を考える仕組みづくりをすす
めていく必要がある。
（１）エシカルなライフスタイルの推進
　エシカルアクションは私たちの良心に基づいて
「環境」「人・社会」「地域」を配慮した考えや
行動のことを指し、社会的課題や環境問題に向き
合う姿勢を明確にさせることができる。
　内陸で捨てられたプラスチックはやがてマイク
ロプラスチックに変化し、海洋を汚染する原因に
なる。これからはマイバッグ・マイボトルなどの
使用を促し、使い捨てプラスチックの少ない社会

　沼田町の在宅介護事業は、デイサービスセンタ
ーをはじめ訪問介護などを社会福祉協議会が担っ
てきているが、介護報酬の改正などにより社会福
祉協議会の収支はマイナスが続き、令和２年度か
らは町から補助金を支出している。
　社会福祉協議会は、いつまでも幸せに暮らせる
まちづくりを基本理念に、高齢期を健康で安心し
て過ごせる取り組みを行っており、利用者に親身
になって対応する取り組みは町民にとって欠かせ
ない存在となっている。
　本委員会では、高齢者はもとより多世代の町民
のため、社会福祉協議会が町や団体と連携を強化
し、地域をつなぐことが生き生きと暮らせるまち
づくりに寄与するものと考える。
（１）体制の強靱化
　社会福祉協議会は健全運営に努める必要がある
が、自主財源だけで事業を運営することは現状で

を目指していくべき。町民や団体・事業者と協働
して、消費活動などにエシカルなライフスタイル
の具現化を望む。
（２）生物多様性の保全
　沼田町の生態系は、自然と里山と生活圏の微妙
なバランスがあって共存している。環境負荷の低
減に向けた取り組みは持続可能な農業、まちづく
りに直結する。豊かな生活を送る上で普段利用し
ている商品が、どこでどのように作られ手元に届
いたのかに関心を持ち、自然と人間の共生に向け
た取り組みを考えることが重要となる。
　沼田町の「そらち自然学校」
には生物多様性を利用しなが
ら、内陸保護に資する取り組
みを望む。

は困難である。今後、職員体制も課題となるため、
人材の確保と育成の支援が重要と考える。
（２）介護予防へのより幅広い町民の参加
　沼田町では、各種介護予防事業に積極的に取り
組んでいるが、健康で元気な高齢期の方にも健康
寿命への啓蒙活動や事業への参加を促すなど、社
会福祉協議会と一体となった取り組みが必要であ
る。
（３）ボランティアセンターの充実
　社会福祉協議会にボランティアセンターが設置
されているが、十分な機能を果たしているとは言
えず、町民の意識と充足感を高めていく必要があ
る。
　また、沼田町のボランティアに対する窓口を一
元化し、町民や学校、企業などと連携した参加型
の町づくりへの取り組みが必要と考える。

常 任 委 員 会  所 管 事 務 調 査 報 告
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最  

終  

報  

告

　
　

沼
田
町
議
会
で
は
、
「
町

民
と
つ
な
が
る
議
会
」
を
活
動

理
念
と
し
、
積
極
的
な
情
報
の

公
開
と
共
有
、
議
会
改
革
の
促

進
と
活
発
な
討
議
に
よ
り
議
会

機
能
の
強
化
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
町
民
の
議
会
へ
の
関
心
を

よ
り
一
層
高
め
、
議
員
の
な
り

手
不
足
の
解
消
と
多
様
な
人
材

を
確
保
す
る
こ
と
が
、
今
後
の

議
会
を
充
実
さ
せ
る
上
で
重
要

と
考
え
、
令
和
３
年
第
１
回
定

例
会
に
お
い
て
中
間
報
告
を
行

い
、
以
後
の
課
題
と
検
討
項
目

を
整
理
し
た
上
で
、
議
員
間
で

十
分
な
議
論
、
討
論
、
調
査
を

行
い
、
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
、
こ
の
４
年
間
の
総
括

と
し
て
「
沼
田
町
議
会
基
本
条

例
」
を
制
定
し
、
議
会
は
そ
の

責
任
の
認
識
と
役
割
を
果
た
す

こ
と
と
し
、
３
月
９
日
に
行
わ

れ
た
第
１
回
定
例
会
で
最
終
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
の
７

月
１
日
時
点
で
１
４
４
の
町
村

議
会
の
う
ち
34
議
会
が
制
定
済

み
で
す
。

　
沼 

田 

町 

議 

会 

基 

本 

条 

例

（
前
文
）

　

沼
田
町
議
会
（
以
下
「
議
会
」

と
い
う
。）
は
、
町
民
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
議
員
で
構
成
し
、

沼
田
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

（
平
成
18
年
条
例
第
８
号
）
に

よ
る
議
会
の
役
割
と
責
務
に
基

づ
き
、
町
の
議
決
機
関
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
活
動
す
る
。

　

ま
た
、
議
会
は
、
政
策
の
意

思
決
定
及
び
行
政
の
監
視
の
責

任
と
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
使

命
で
あ
り
、
町
民
の
意
思
を
的

確
に
把
握
し
町
政
に
反
映
し
て

い
く
こ
と
が
責
務
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
議
会
は
、
「
町
民

と
つ
な
が
る
議
会
」
を
活
動
理

念
と
し
て
、
積
極
的
な
情
報
の

公
開
と
共
有
、
活
発
な
討
議
に

よ
っ
て
、
町
民
の
議
会
へ
の
関

心
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
く
こ

と
、
更
に
、
自
ら
継
続
的
に
議

会
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
議
会
の
活
性
化
を
図
り
、

町
民
の
福
祉
の
向
上
と
町
政
の

発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
決
意

し
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

（
目
次
）

第
１
章　

総
則

　
　

（
第
１
条
・
第
２
条
）

第
２
章　

議
会
運
営
及
び
議

員
活
動
原
則

　
　

（
第
３
条
・
第
４
条
）

第
３
章　

町
民
と
の
情
報
共

有
・
町
民
参
加
の
促

進

　
　

（
第
５
条
・
第
６
条
）

第
４
章　

議
案
及
び
政
策
の

審
議
等

　
　

（
第
７
条
―
第
９
条
）

第
５
章　

議
会
機
能
の
充
実

強
化

　
　

（
第
10
条
―
第
17
条
）

第
６
章　

議
員
の
定
数
・
報

酬
・
政
治
倫
理

　
　

（
第
18
条
・
第
19
条
）

第
７
章　

最
高
規
範
性
及
び

見
直
し

　
　

（
第
20
条
―
第
22
条
）

附
則　
　
　

こ
の
条
例
は
、

令
和
５
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
す
る

議
会
モ
ニ
タ
ー

会
議

　

３
月
22
日
に
議
会
モ
ニ
タ
ー

会
議
が
開
催
さ
れ
、
３
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
会
計
予
算
を

中
心
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

町
外
か
ら
移
住
し
た
人
へ
の
商

店
街
の
紹
介
、
再
会
の
塔
の
よ

う
な
同
窓
会
で
の
取
り
組
み
と

他
町
と
の
比
較
、
沼
田
町
の
仕

事
と
雇
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

町民町民ととつながるつながる議会議会をを目指して目指して
議会改革特別委員会

予算内容の説明予算内容の説明
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３
月
９
日
に
第
１
回
定
例
会

が
開
会
し
、
令
和
５
年
度
予
算

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
案
、
予
算
案
が
、
予
算

等
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
３
日
間
に
わ
た
る
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

総
務
財
政
課
か
ら
の
「
地
方

財
政
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
説

明
後
、
各
課
の
説
明
を
受
け
て
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
日

に
総
括
質
問
を
行
い
審
議
の
結

果
、
条
例
４
件
、
予
算
案
９
件

に
、
意
見
を
付
し
て
認
定
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

総
括
質
問

住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ

　

外
部
の
評
価
だ
け

で
は
な
く
、
住
ん
で

い
る
町
民
の
満
足
度
を
上
げ
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
予
算
を
準

備
し
た
の
か
。

　

現
状
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
、
小
さ
な

事
業
で
も
満
足
度
を
上
げ
る
つ

も
り
で
実
施
し
て
来
た
が
、
予

算
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
さ
ら

に
精
査
し
た
い
。

　

不
登
校
児
童
生
徒

が
い
る
こ
と
に
対
し

て
の
考
え
は
。

　

関
係
機
関
、
専
門

家
と
も
改
め
て
検
討
、

対
応
し
て
行
き
た
い
。
新
た
な

留
学
制
度
の
時
代
も
近
い
と
思

う
の
で
考
え
た
い
。

教
育
長　

担
任
の
家
庭
訪
問
な

ど
を
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

に
よ
り
対
応
を
決
め
て
い
る
。

　

全
体
で
は
数
名
の
改
善
が
あ

り
、
中
学
３
年
生
は
高
校
を
受

験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

沼
田
町
特
産
品
販
路
拡
大
事
業

　

特
産
品
の
売
り
上

げ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
か
。　

数
字
で
表
す
の
は

難
し
い
が
効
果
は
あ

っ
た
と
思
う
。
過
去
２
年
間
の

取
組
み
、
委
託
業
者
と
そ
の
方

法
を
今
後
も
検
証
し
て
進
め
た

い
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ハ
ッ
シ

ュ
タ
グ
の
共
通
の
使

い
方
を
整
理
し
て
沼
田
町
を
発

信
し
て
は
。

　

色
々
な
手
法
を
活

用
で
き
る
よ
う
対
応

の
仕
方
を
検
討
し
た
い
。

文
化
財
収
蔵
セ
ン
タ
ー
へ
の

資
料
移
転　

収
蔵
品
の
移
転
時

期
と
化
石
体
験
館
と

の
両
立
に
無
理
は
な
い
の
か
。

教
育
長　

沼
田
ネ
ズ
ミ
イ
ル
カ

レ
プ
リ
カ
２
体
目
の
完
成
に
時

間
が
か
か
り
、
遅
れ
て
い
る
が
、

化
石
は
２
割
が
運
搬
済
み
で
４

月
の
オ
ー
プ
ン
に
間
に
合
わ
せ

た
い
。

　

昨
年
の
予
算
委
員

会
で
の
確
認
は
町
民

と
の
約
束
で
あ
り
、
現
状
を
ど

う
考
え
る
の
か
。

教
育
長　

レ
プ
リ
カ
完
成
を
最

優
先
し
た
結
果
、
移
転
が
遅
れ

て
し
ま
っ
た
。

そ
ら
ち
自
然
学
校

　

そ
ら
ち
自
然
学
校

は
重
用
政
策
で
あ
り

予
算
額
も
大
き
い
が
予
算
書
の

記
載
が
不
明
瞭
だ
。
ほ
た
る
学

習
館
は
直
営
だ
が
、
現
状
は
委

託
事
業
と
の
す
み
分
け
が
分
り

予算等審査予算等審査
特別委員会特別委員会
3月10日～14日 委員長 委員長 久保元宏久保元宏　　　　副委員長 副委員長 長野時敏長野時敏

新たに復元されたレプリカ新たに復元されたレプリカ

そらち自然学校開校式で紹介されたそらち自然学校開校式で紹介された
３名のスタッフ３名のスタッフ
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◆予算審査の結果◆
（１）そらち自然学校の予算の明確化

　そらち自然学校は町内外の新しい価値を

創出する活動であるノマドビレッジを目指

していますが、予算の標記が不明瞭なため、

「稼ぐ力」への道筋が見えてきません。決

算時にしっかりと評価や改善ができるよう、

将来の黒字化の根拠を堅牢化した適切な取

り組みを望みます。

　また、町外のみならず町民全体を巻き込

んだ波及効果を期待します。

（２）住みたいから「住んで良かった」
　　　まちづくりへ

　住みたい田舎ベストランキング総合日本

一は誇らしい結果ですが、住んで良かった

と思えてこそ真の日本一といえます。さら

に文化財収蔵センターの充実で郷土愛を育

み、沼田町特産品販路拡大事業で町外にも

広く必要とされる町となることで誇りを持

つことができます。修正が必要な内容は整

理して見直し、政策予算に向けて準備をし

ていただくよう望みます。

づ
ら
い
。
な
ぜ
一
体
に
な
ら
な

か
っ
た
の
か
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
人

件
費
は
、
３
月
に
措
置
さ
れ
る

国
か
ら
の
特
別
交
付
税
は
沼
田

だ
け
特
例
な
の
か
。

　

そ
ら
ち
自
然
学
校
費
と
い
う

目
が
あ
れ
ば
分
か
り
や
す
い
が
、

予
算
書
に
は
な
い
。
出
て
行
く

金
を
集
中
さ
せ
て
管
理
し
や
す

く
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

協
力
隊
員
が
、
本

業
の
体
験
学
習
を
提

供
す
る
環
境
に
専
念
し
て
も
ら

う
事
を
選
択
し
ま
し
た
。
３
名

と
も
卒
業
隊
員
で
は
な
い
の
で
、

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
委
嘱
を
し
て
運
用
の
中
で

法
人
に
委
託
し
ま
す
。

　

自
然
学
校
の
人
件
費
は
自
ら

稼
ぎ
運
営
し
て
行
く
環
境
を
つ

く
る
の
が
目
標
で
す
。
令
和
５

年
度
は
核
と
な
る
ほ
た
る
学
習

館
の
運
営
経
費
は
町
直
営
に
よ

っ
て
管
理
を
し
ま
す
。

副
町
長　
６
月
定
例
議
会
に
向

け
て
新
し
い
目
を
考
え
る
な
ど

事
務
的
整
理
を
検
討
し
ま
す
。

　

そ
ら
ち
自
然
学
校

の
推
進
イ
メ
ー
ジ
の

中
の
宿
泊
や
貸
し
出
し
の
積
算

を
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

　

ワ
ー
ケ
シ
ョ
ン
等
の
満
足
で

き
る
メ
ニ
ュ
ー
の
提
示
が
な
け

れ
ば
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。

赤
井
課
長

　

宿
泊
は
１
ヵ
月
５
泊
で
１
年

間
60
泊
と
積
算
し
て
い
ま
す
。

貸
出
料
は
耐
用
年
数
、
使
用
回

数
を
計
算
し
て
原
価
程
度
の
価

格
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
貸
出

規
約
を
最
終
調
整
し
、
各
メ
ニ

ュ
ー
を
提
示
し
て
行
き
ま
す
。

　

ほ
た
る
館
を
主
体

と
し
た
ほ
ろ
し
ん
地

域
の
展
開
で
化
石
や
自
然
学
校

を
進
め
て
行
く
考
え
方
は
無
か

っ
た
の
か
。

　

し
っ
か
り
と
連
携

を
結
ん
だ
中
で
よ
り

効
果
が
上
が
る
環
境
を
創
っ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令和５年度

　　　　　　

一 般 会 計 51億0000万円
特 別 会 計 20億5959万円
水道事業会計 2億3662万円
総　　　額 73億9621万円議員の質問に対し回答する横山町長議員の質問に対し回答する横山町長
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「
議
会
広
報
」

「
議
会
広
報
」

２
０
２
３
年
５
月
25
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　輝け雪のまちフェスタ２０２３の実行委員長を務めさせていただき
ました、JA北いぶき青年部沼田支部支部長の中村俊光です。
　はじめに輝け雪のまちフェスタにご来場いただきました皆様、そ
して多大なるご理解とご協力をいただきました、各関係機関・関係
団体の皆様には雪フェスを開催した際には大変お世話になりました
ことをこの場をお借りして御礼申し上げます。ありがとうございまし
た。
　最初に輝け雪のまちフェスタついて説明させていただきますと、
「沼田町には夏はあんどん祭りという大きなイベントがあるのに冬は
なにもなくて寂しいよね」という言葉がきっかけで、沼田町役場青
年女性部、農協青年部、商工会青年部の３団体が集まって企画・
運営し、平成 15 年から始まって、今年で19回目の開催を迎えるこ
とができ、地域に根付いたイベントになってきたかと思います。
　そして今年の雪フェスについては新型コロナウイルスの影響で３
年ぶりの開催となり、実行委員会の３年のブランク、町内でのイン
フルエンザウイルスの流行もあり、とても大きな不安があった中で
のイベントでしたが、当日は多数の町民の皆様に御来場いただき、
盛況のうちにイベントを終えることができました。
　来年度以降も今回の反省を活かし、よりよいイベントになるよう
実行委員会一同がんばって参りますので、輝け雪のまちフェスタを
よろしくお願いいたします。

あ
と
が
き

あ
と
が
き

広
報
特
別
委
員

長
野
時
敏
　
篠
原
　
暁

上
野
敏
夫
　
畑
地
　
誉

伊
藤
　
淳

　

議
会
広
報
「
み
ん
な
の
議

会
」
93
号
は
、
今
期
の
広
報

特
別
委
員
会
最
後
の
発
刊
に

な
り
ま
す
。

　

出
口
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ

禍
で
、
議
会
の
議
事
や
活
動

状
況
を
ど
の
よ
う
に
皆
様
に

伝
え
た
ら
よ
い
の
か
、
読
ん

で
も
ら
え
る
広
報
誌
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
試
行
錯
誤
の

日
々
で
し
た
。

　

４
年
間
、
み
ん
な
の
広
場

執
筆
者
の
方
々
を
は
じ
め
、

多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
16

回
の
発
刊
に
漕
ぎ
つ
け
た
こ

と
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

次
号
か
ら
は
、
新
し
い
広

報
特
別
委
員
会
に
よ
る
「
み

ん
な
の
議
会
」
が
発
刊
さ
れ

ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

２
月
16
日
、
ふ
れ
あ
い
に
お

い
て
、
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
町
民
の

皆
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
委
員

会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

・
地
球
環
境
対
策

（
総
務
民
教
建
設
常
任
委
員
会
）

・ 

地
元
加
工
品
の
開
発
と
販
売

の
促
進

（
産
業
福
祉
常
任
委
員
会
）

　

３
月
９
日
、
第
１
回
定
例
会

に
お
い
て
上
野
敏
夫
議
員
、
高

田
勲
議
員
が
全
国
町
村
議
会
議

長
会
表
彰
15
年
以
上
で
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
直
前
に
本
会
議
場
に

て
、
小
峯
議
長
に
よ
り
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

多くのご参加ありがとうございました多くのご参加ありがとうございました

受賞した上野議員と高田議員受賞した上野議員と高田議員

自
治
功
労
者
表
彰

町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

輝け雪のまちフェスタ実行委員長 中 村  俊 光さん

３年ぶりの開催


